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おしらせHOTコーナー 
          

第
３７
回
農
業
収
穫
祭 

Q
１１
月
２８
日
豸
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

L
県
営
ま
つ
ぶ
し
緑
の
丘
公
園
（
東
武
伊

勢
崎
線
せ
ん
げ
ん
台
駅
か
ら
「
ま
つ
ぶ
し

緑
の
丘
公
園
」
行
き
バ
ス
で
「
ま
つ
ぶ
し

緑
の
丘
公
園
」
下
車
） 

O
野
菜
な
ど
の
販
売
、
蒸
か
し
た
て
の
小

麦
ま
ん
じ
ゅ
う
の
販
売
、
品
評
会
に
て
上

位
入
賞
し
た
出
品
物
の
展
示
お
よ
び
販
売
、

地
元
で
穫
れ
た
新
米
の
無
料
配
布
（
予
定
）
、

お
米
の
計
量
大
会
、
輪
投
げ
大
会
、
大
声

出
し
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
（
一
部
有
料
） 

J
松
伏
町
農
業
収
穫
祭
実
行
委
員
会
事
務

局
（
松
伏
町
環
境
経
済
課
内
）
蕁
９９１
・
１

８
５
３ 

  

第
１５
回
吉
川
市
民
ま
つ
り 

Q
１１
月
２１
日
豸
〈
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
〉

午
前
９
時
〜
〈
開
会
式
〉
午
前
９
時
３０
分

〜
〈
販
売
な
ど
〉
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

L
〈
第
１
会
場
〉
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お

あ
し
す
〈
第
２
会
場
〉
永
田
公
園 

O
熱
気
球
・
は
し
ご
車
搭
乗
体
験
、
吉
川

産
米
の
つ
か
み
と
り
、
国
際
屋
台
村
、
各

種
模
擬
店
な
ど
・
盛
り
沢
山
！
市
の
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
初
登
場
し
ま
す
。 

J
市
民
参
加
推
進
課
蕁
９８２
・
９
６
８
５ 

  

第
４２
回
越
谷
市
民
文
化
祭 

Q
１１
月
２０
日
貍
〜
２３
日
豢
　
午
前
１０
時
〜

午
後
７
時
（
２３
日
は
午
後
６
時
ま
で
） 

L
サ
ン
シ
テ
ィ
越
谷
市
民
ホ
ー
ル
（
東
武

伊
勢
崎
線
新
越
谷
駅
・
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
南

越
谷
駅
下
車
徒
歩
５
分
） 

O
〈
出
品
部
門
〉
絵
画
、
工
芸
、
書
道
、

華
道
、
俳
句
、
写
真
な
ど
〈
出
演
部
門
〉

邦
楽
、
合
唱
、
詩
吟
、
民
謡
、
茶
道
、
日

本
舞
踊
な
ど 

P
無
料 

J
越
谷
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
蕁
９６３

・
９
３
０
７ 

  

産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０ 

　
商
工
ま
つ
り
・
農
業
祭
を
同
時
開
催 

Q
１１
月
２０
日
貍
・
２１
日
豸
　
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時
（
２１
日
は
午
後
３
時
ま
で
） 

L
勤
労
者
体
育
館
・
市
役
所
南
側
市
民
広

場
ほ
か
（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
三
郷
駅
か
ら
金

町
駅
南
口
行
き
バ
ス
で
「
三
郷
市
役
所
」

下
車
ま
た
は
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
三
郷

中
央
駅
か
ら
徒
歩
１５
分
） 

O
〈
商
工
ま
つ
り
〉
工
業
物
産
展
、
各
種

無
料
相
談
会
、
交
流
都
市
な
ど
の
特
産
物

販
売
ほ
か
〈
農
業
祭
〉
地
元
野
菜
な
ど
の

品
評
会
・
即
売
会
、
三
郷
産
米
で
作
っ
た

「
爆
弾
あ
ら
れ
」
の
無
料
配
布
ほ
か 

P
無
料 

J
〈
商
工
ま
つ
り
〉
三
郷
市
商
工
会
蕁
９５２

・
１
２
３
１
〈
農
業
祭
〉
三
郷
市
産
業
振

興
課
蕁
９３０
・
７
７
２
２ 

  

国
際
ハ
ー
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０ 

メ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

Q
１１
月
２０
日
貍
　
午
後
６
時
３０
分
〜
、
２１

日
豸
　
午
後
１
時
３０
分
〜 

L
草
加
市
文
化
会
館 

O
２０
日
…
ア
ン
ナ
・
ロ
ー
ロ
（
イ
タ
リ
ア
）
、

奥
村
愛
（
バ
イ
オ
リ
ン
）
、
小
松
亮
太
（
バ

ン
ド
ネ
オ
ン
）
ほ
か
　
２１
日
…
シ
ャ
ノ
ン
・

チ
ェ
（
台
湾
）
、
山
形
由
美
（
フ
ル
ー
ト
）

ほ
か 

P
一
般
１
０
０
０
円
、
学
生
５００
円
【
全
席

指
定
】 

J
譛
草
加
市
文
化
協
会
蕁
９３１
・
９
３
２
５ 

      　
新
し
く
入
っ
た
両
館
所
蔵
の
資
料
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。
 

■
一
般
書
 

「
マ
リ
ア
ビ
ー
ト
ル
」
 伊

坂
幸
太
郎
　
著
 

「
お
台
場
ア
イ
ラ
ン
ド
ベ
イ
ビ
ー
」
 

伊
与
原
　
新
　
著
 

「
な
く
し
た
も
の
た
ち
の
国
」
 

角
田
　
光
代
　
著
 

「
竜
が
最
後
に
帰
る
場
所
」
 

恒
川
光
太
郎
　
著
 

「
業
政
駈
け
る
」
 

火
坂
　
雅
志
　
著
 

「
ノ
ン
＋
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
 

古
川
日
出
男
　
著
 

「
西
南
の
嵐
」
 

松
井
今
朝
子
　
著
 

■
児
童
書
 

「
和
菓
子
の
絵
本
」
 

平
野
恵
理
子
　
作
 

「
ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ズ
い
つ
ま
で
も
！
」
 

ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
　
作
 

「
ね
こ
や
の
み
い
ち
ゃ
ん
」
 

竹
下
　
文
子
　
作
 

「
わ
た
し
の
と
く
べ
つ
な
場
所
」
 

パ
ト
リ
シ
ア
・
マ
キ
サ
ッ
ク
　
文
 

「
と
げ
と
げ
」
 

内
田
麟
太
郎
　
文
 

「
う
さ
ぎ
が
そ
ら
を
な
め
ま
し
た
」
 

あ
ま
ん
　
き
み
こ
　
作
 

「
ア
デ
レ
ー
ド
」
 

ト
ミ
ー
・
ウ
ン
ゲ
ラ
ー
　
作
 

■
休
館
日
の
お
知
ら
せ
 

八
幡
・
八
條
図
書
館
…
毎
週
月
曜
日
 

駅
前
出
張
所
図
書
窓
口
…
毎
週
月
・

土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
 

※
な
お
、
い
ず
れ
も
館
内
整
理
日
お
よ

び
年
末
年
始
休
館
の
た
め
、
１２
月
２８
日

貂
か
ら
１
月
４
日
貂
ま
で
休
館
と
な
り

ま
す
。
 

　
文
芸
欄
の
応
募
は
、
毎
月
２０
日
が
締

め
切
り
で
す
。
な
お
、
１
月
号
に
つ
い

て
は
、
１２
月
１３
日
豺
が
締
め
切
り
と
な

り
ま
す
。
お
早
め
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

J
広
聴
広
報
課
蕁
A
４
２
３ 

         　
１０
月
１３
日
、
北
部
は
八
條
小
学
校
、
南

部
は
大
曽
根
小
学
校
を
会
場
に
、
第
６１
回

八
潮
市
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
１００
メ
ー
ト
ル
走
、
６０
メ

ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
、
持
久
走
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
投
げ
、
走
り
幅
跳
び
、
走
り
高
跳
び
、

５
分
間
縄
跳
び
、
４００
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
の

競
技
が
行
わ
れ
、
両
会
場
と
も
白
熱
し
た

戦
い
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
全
体
的
に
大

変
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
と
な
り
、
学
校
対

抗
で
は
、
北
部
会
場
で
は
松
之
木
小
学
校

が
、
南
部
会
場
で
は
大
原
小
学
校
が
総
合

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
 

　
各
学
校
の
代
表
選
手
は
、
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
や
保
護
者
の
大
き
な
声
援
を
受
け
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
、
多
く
の
選
手
が
自
己
記
録
を
更
新

し
ま
し
た
。
選
手
か
ら
は
、
「
た
く
さ
ん

の
友
だ
ち
に
応
援
し
て
も
ら
え
て
う
れ
し

か
っ
た
」
「
練
習
で
頑
張
っ
た
分
、
本
番

で
も
記
録
が
伸
ば
せ
た
」
「
１
位
に
は
な

れ
な
か
っ
た
け
ど
、
他
の
学
校
の
友
だ
ち

が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
喜
び
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
 

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
！
 

小
学
生
陸
上
競
技
大
会
 

   

 

  　
　
　
夏
の
終
わ
り
 

八
潮
五
　
　
西
森
八
重
子
 

女
子
校
生
と
す
れ
違
う
 

紺
の
ブ
レ
ザ
ー
 

可
愛
い
蝶
む
す
び
の
リ
ボ
ン
 

季
節
は
い
つ
の
ま
に
か
 

衣
替
え
へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
 

暑
か
っ
た
夏
 

枯
れ
か
か
っ
た
街
路
樹
か
ら
 

悲
鳴
が
聞
え
て
く
る
よ
う
だ
 

秋
雨
に
戸
惑
っ
た
の
だ
ろ
う
 

庭
の
草
花
は
返
り
咲
き
 

秋
バ
テ
と
い
う
新
し
い
 

言
葉
を
残
し
て
 

夏
と
別
れ
を
告
げ
る
 

  

八
潮
七
　
　
深
井
　
　
健
 

秋
盛
り
金
木
犀
の
甘
き
香
に
 

　
　
　
引
か
れ
て
入
る
夜
の
公
園
 

八
潮
七
　
　
狩
野
　
　
敏
 

雨
も
や
み
身
も
癒
さ
れ
る
青
い
空
 

　
　
　
友
の
菜
園
緑
ま
ぶ
し
く
 

南
後
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ
 

金
木
犀
の
深
き
香
り
に
酔
う
如
く
 

　
　
　
心
安
ら
ぐ
こ
の
秋
日
和
 

中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助
 

秋
風
の
そ
よ
ぐ
路
地
裏
黄
昏
の
 

　
　
　
木
々
の
谷
間
に
夕
映
え
の
美
を
 

八
　
條
　
　
種
村
　
幸
子
 

カ
ザ
ル
ス
の
「
鳥
の
歌
」
聴
く
昼
下
が
り
 

　
　
　
寡
黙
な
夫
の
低
き
声
和
す
 

木
曽
根
　
　
闍
谷
　
多
門
 

萩
揺
ら
し
キ
キ
ョ
ウ
咲
く
野
を
渡
り
来
る
 

　
　
　
父
母
眠
る
墓
地
風
に
秋
め
く
 

鶴
ヶ
曽
根
　
　
斉
藤
　
京
子
 

曼
珠
紗
華
黄
金
の
稲
田
に
列
な
し
て
 

　
　
　
は
る
か
に
続
く
阿
蘇
へ
の
道
沿
い
 

中
央
一
　
　
鈴
木
　
宏
子
 

澄
み
渡
る
オ
カ
リ
ナ
の
音
に
誘
わ
れ
て
 

　
　
　
行
き
し
庭
園
木
犀
香
る
 

大
曽
根
　
　
臼
方
美
代
子
 

学
校
よ
り
帰
宅
せ
る
孫
両
の
手
に
 

　
　
　
冷
え
た
る
ト
マ
ト
夢
中
で
か
じ
る
 

中
央
三
　
　
輪
島
　
　
武
 

病
む
足
に
秋
風
し
み
る
此
の
頃
は
 

　
　
　
同
病
の
友
ど
う
し
て
る
か
な
 

木
曽
根
　
　
岡
村
　
富
子
 

炎
天
下
空
仰
ぎ
咲
く
昼
顔
は
 

　
　
　
香
の
な
き
花
よ
一
日
の
花
よ
 

  

木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明
 

落
ち
葉
焚
く
煙
ま
と
い
し
閻
魔
堂
 

鶴
ヶ
曽
根
　
小
金
丸
美
智
子
 

追
い
か
け
て
薄
日
た
よ
り
に
大
根
干
す
 

八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香
 

供
え
ん
と
掘
れ
ば
こ
ぼ
る
る
芋
の
露
 

中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉
 

一
人
居
の
狭
き
庭
に
も
虫
の
秋
 

八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義
 

凛
と
し
た
菊
人
形
の
龍
馬
か
な
 

大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子
 

雨
後
の
落
葉
ふ
み
つ
つ
句
を
探
す
 

大
曽
根
　
　
横
山
　
英
道
 

野
分
去
る
句
会
日
和
の
窓
の
外
 

大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝
 

引
越
し
の
ピ
ア
ノ
吊
ら
れ
て
秋
の
雲
 

緑
町
三
　
　
岩
田
　
苑
江
 

新
蕎
麦
の
香
り
た
だ
よ
う
道
の
駅
 

緑
町
五
　
　
藤
波
　
ふ
み
 

両
の
手
に
香
る
穂
紫
蘇
を
摘
み
に
け
り
 

伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿
 

携
帯
を
電
話
で
探
す
夜
の
秋
 

大
曽
根
　
　
寺
井
　
時
子
 

曼
珠
沙
華
募
る
想
い
を
秘
め
た
ま
ま
 

緑
町
一
　
　
溝
口
　
榮
一
 

首
振
り
て
吾
を
み
て
お
り
赤
と
ん
ぼ
 

八
　
條
　
　
大
山
ト
キ
子
 

ほ
と
ん
ど
が
刈
り
田
と
な
り
し
里
を
行
く
 

越
谷
市 

三
郷
市 

吉
川
市 

草
加
市 

松
伏
町 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　さ
か
 こ
う
 
た
 
ろ
う
 

 
 
 
 
だ
い
 ば
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 
 
よ
 
は
ら
 
 
 
し
ん
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
に
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
く
 
た
 
 
 
み
つ
 
よ
 

 
り
ゅ
う
　
 
さ
い
 
ご
　
 
 
か
え
　
 
 
 ば
 
し
ょ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ね
 か
わ
　こ
う
 
た
 
ろ
う
 

　
な
り
　ま
さ
　か
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ひ
　
さ
か
　
　
　
ま
さ
　
し
 

　
　
　
　
　
　プ
ラ
ス
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
か
わ
　
ひ
　
で
　
お
 

　
せ
い
　な
ん
　
　
あ
ら
し
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
　
い
　
け
　
さ
　
こ
 

 　

わ
　
が
　　
し
　
　
　
　
え
　ほ
ん
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ら
　　
の
　
　え
　
り
　
こ
 

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
け
し
た
　
　

ふ
み
　
こ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば

し
ょ
 

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
　
だ
　
り
ん

た
　ろ
う
 

行 
と って
み
た
い
な 

な
り
ま
ち 

『ＳＴＯＰ滞納 
 県税共同滞納整理強化期間』 
　埼玉県と県内全市町村では、今月から平成２３年１月までの期間において、
市税などの滞納整理をこれまで以上に強化します。 
　未納の方には、督促状や催告書を既に送付していますが、このまま連絡もな
く納付されない場合、自主財源確保の重要性および納付期限内に納付され
ている多くの方との公平性を確保する観点から、法律の規定により財産（※）
の差し押さえなどの処分を受けることがあります。未納の場合は、速やかに納
付してください。 
　なお、特別な事情などにより納付が困難な場合は、必ず納税相談を受けてく
ださい。   
　※財産とは以下のようなものを言います。          

貯金・定期預金、生命保険、給与、売掛金、土地・家屋（敷金・賃料）、車・
船舶（バイク等）、株券、特許など 

J納税課蕁B２０７ 

も

く

せ

い

 

び
よ
り
 

う
す
　
び
 


